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春日部市自治会連合会会報

自治会・町会・地区・区は地域の輪
　 自治会・町会・地区・区では、地震・風水害等の災害に備えて自主防災活動や要援護者の避難支援、青少年の
健全育成、安全・防犯パトロール、環境美化活動、住民同士の交流を深めるための活動等を行っています。
地域の輪を広げるため、自治会・町会・地区・区に加入しましょう。

第28号

を
、
日
ご
ろ
か
ら
言
え
る
よ
う
に
、
家
庭
、
学
校
、

「
オ
ア
シ
ス
運
動
」
は
挨
拶
の
言
葉
の
頭
文
字
を
と
っ
た
も
の
で
、

地
域
ぐ
る
み
で 

オ
ア
シ
ス
運
動

オ

　お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す

ア

　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

シ

　失
礼
し
ま
す
（
失
礼
し
ま
し
た
）

ス

　す
み
ま
せ
ん
（
す
み
ま
せ
ん
で
し
た
）

を
、
日
ご
ろ
か
ら
言
え
る
よ
う
に
、
家
庭
、
学
校
、

地
域
な
ど
で
「
あ
い
さ
つ
の
輪
」
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

■■我が街の活動紹介我が街の活動紹介（4ページ）（4ページ）
■■地域貢献賞の受賞者／地域貢献賞の受賞者／■■役員研修会役員研修会
■■研修会／研修会／■■自治会活動写真コンテスト自治会活動写真コンテスト（7ページ）（7ページ）
■■自治会加入促進事業／自治会加入促進事業／■■内牧地区の紹介／内牧地区の紹介／■■連合会役員一覧連合会役員一覧（8ページ）（8ページ）
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令
和
５
年
度
自
治
会
活
動
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
【
最
優
秀
賞
】
西
金
野
井
西
区

「
お
兄
ち
ゃ
ん
と
一
緒
」
（
令
和
５
年
12
月
10
日
／
撮
影
：
細
谷
悟
さ
ん
）

※その他、自治会連合会の活動の詳細は、ホームページ※その他、自治会連合会の活動の詳細は、ホームページ
　(http://kasukabe-jichiren.net/)をご覧ください。　(http://kasukabe-jichiren.net/)をご覧ください。
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地区センターが設置されます地区センターが設置されます
（令和６年４月１日～）（令和６年４月１日～）

　人口減少や高齢化の進行に伴う地域活動の担い手不足により、地域コミュニティの互助機能の低下が
危惧されています。このような状況の中、持続可能な社会をつくるためには、地域コミュニティへの支
援や地域活動の拠点となる施設を設置し、市民と行政の協働によるまちづくりを進めていく必要があり
ます。
　また、公民館については、従来の社会教育施設及び生涯学習施設としての機能に加え、防災拠点とし
ての機能、各世代の交流等の促進を図る機能など、地域住民の多様なニーズに応え、子どもから高齢者
まで幅広い世代の利用の促進を図っていくことが求められています。
　本市の現状や公民館に求められている役割等を踏まえ、現在の公民館機能に新たな機能として地区セ
ンター機能を加え、地域まちづくりの拠点として活用することで、「地域コミュニティの活性化」及び
「市民の利便性の向上」を図るとともに、施設の利用基準の緩和等を通して、施設全体の利用促進を図
ってまいります。

開所するセンター一覧

①機能が加わる公民館 ②新たな機能 ③建物全体の名称
中央公民館（粕壁地区公民館：粕壁6918-1） 粕壁地区センター 粕壁市民センター

内牧地区公民館（内牧4398） 内牧地区センター 内牧市民センター

豊春地区公民館（上蛭田101-2） 豊春地区センター 豊春市民センター

武里地区公民館（備後西1-13-2） 武里地区センター 武里市民センター

幸松地区公民館（牛島667-1） 幸松地区センター 幸松市民センター

豊野地区公民館（銚子口999） 豊野地区センター 豊野市民センター

武里大枝公民館（大枝89-2-1） 武里大枝地区センター 武里大枝市民センター

庄和地区公民館（大衾307-1） 庄和地区センター 庄和市民センター正風館

武里地区センターは武里市民センター内に、庄和地区センターは庄和市民センター正風館内に設置する。

開所時間・休所日

　⑴  開所時間： 午前８時30分から午後５時15分まで（市長が認めた場合は午後10時まで延長）
　⑵ 休 所 日：各公民館の休館日に準じる。

まちづくり機能
　自治会運営などに関する書類の受
領、相談の受け付けなど、自治会活
動を支援します。

こどもの居場所機能
　小・中学生および高校生な
どを対象とした学習スペース

を設ける他、施設の一室をこどもたちの遊び
場として開放します。

防災防犯機能
　地域における防災訓練の
他、防犯に関する講演会な
どを実施します。

各種証明書発行機能
　キオスク端末（マルチコピー機）を設置します。これにより、
マイナンバーカードを利用して、住民票の写し、印鑑登録証明
書、戸籍証明書・附票の写し（除籍、改製原戸籍に係るものを除
く）、市民税・県民税課税（非課税）証明書、各税目の納税証明書
（車検用納税証明書を除く）を取得できるようになります。

地区センターの機能
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※紙面の都合上、一部省略して掲載しています。
　詳細は、自治会連合会ホームページ（http://kasukabe-jichiren.net/）をご覧ください。

自治会活動支援給付金自治会活動支援給付金
アンケート調査アンケート調査

　エネルギー・食料品価格等の物価高騰の影響を受ける各自治会に対して、自治会活動の継続を支援
し、地域コミュニティの活性化を図るため、令和５年８月21日㈪に「春日部市自治会活動支援給付金」
が支給されました。
　この給付金は１自治会当たり１回を限度とする臨時給付金です。
　令和５年８月から12月にかけ、各自治会あてに給付金に関するアンケート調査がありましたので、そ
の結果をお知らせします。 ［回答数：133自治会］

1  給付金をどのように使用しましたか。

4  自治会の活動が活性化したと思いますか。

2 　 どのような効果がありましたか。

　感染防止対策のため数年間中止していたイベント
を再開するための運営費としての使用が多かったこ
とが分かりました。

46.6%

29.3%

0％ 20％ 40％ 60％

12.8%

11.3%

12.8%

11.3%

イベントの開催費（夏まつり、
納涼祭、体育祭、秋まつり、
子ども会、敬老会、餅つき等）

集会所の整備（掲示板設置、外
壁修理、パソコン、テーブル、
イス、空調機等の購入）

自治会費や光熱費等に充当、
会員へクオカード等を配布

防災機器等の購入（消火器、ラ
ジオ、水、食料等）

3  給付金の満足度はいかがでしたか。

　多くの自治会において満足している一方で、少数
ではありますがやや不満であるという回答がありま
した。

23.3%

2.3%

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

74.4%74.4%とても満足

やや満足

やや不満

　多くの自治会において自治会の活動が活性化した
という回答になりました。

93.6%

6.4%

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

は　い

いいえ

　数年ぶりにイベントの開催で会員同士の交流がで
き、地域内が活性化するとともに、集会所の備品や
防災用機器の購入により、会員から感謝されたとい
った意見が多く見られました。

21.1%

10.6%

9.8%

5.7%

5.7%

4.1%

1.6%

1.6%

0％ 10％ 20％ 30％

給付金で購入した備品により自治
会の活動の幅が広がり、子供から
高齢者まで多くの会員に喜ばれた
防災用機器や備蓄品等の購入
により自治会の防災対策が充実
した

集会所等の修繕により利便性が
向上し助かった

会員の減少により会費だけではイベ
ントの開催が困難であったが、イベ
ントの開催費に充てることができた
自治会費に充当することで会員
の経済的負担を減らすことがで
きた

イベントをグレードアップして開
催することができた

物価高騰に伴う費用上昇分の補
填ができた

会員の退会を防ぐことができた
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商
店
会
か
ら
生
ま
れ
た
中
央
１

丁
目
町
会
、
当
時
は
役
員
構
成
も

半
数
以
上
は
商
店
会
と
重
複
し
て

お
り
ま
し
た
。
春
日
部
駅
西
口
の

商
業
が
中
心
の
町
で
す
の
で
、
役

員
の
過
半
数
が
事
業
を
行
っ
て
い

る
た
め
、
役
員
会
も
平
日
の
午
後

７
時
か
ら
行
い
ま
す
。
会
員
数
は

４
３
０
世
帯
で
す
。
事
業
と
し
て

日
帰
り
バ
ス
旅
行
や
一
泊
旅
行
、

そ
し
て
第
４
公
園
ス
テ
ー
ジ
に
て

毎
年
数
回
ジ
ャ
ズ
デ
ー
が
行
わ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
の
関
係

で
今
年
は
１
回
だ
け
で
す
が
盛
大

で
し
た
。
１
丁
目
町
会
も
テ
ン
ト

を
張
り
、
皆
様
に
サ
ー
ビ
ス
を
し

て
お
り
ま
す
。
何
と
い
っ
て
も
、

一
番
の
行
事
は
夏
祭
り
の
大
人
神

輿
で
す
。
担
ぎ
手
も
多
く
又
か
け

声
も
高
ら
か
に
大
き
な
輪
に
な
っ

て
担
が
れ
る
光
景
は
最
大
の
喜
び

で
す
。

　

昨
年
度
は
道
路
に
展
示
す
る
だ

け
で
す
の
で
、
地
元
に
帰
り
第
４

公
園
で
打
ち
上
げ
を
行
い
ま
し
た
。

又
３
町
会
合
同
子
供
神
輿
パ
レ
ー

ド
が
中
央
１
丁
目
で
行
わ
れ
て
お

り
ま
す
が
、
最
近
は
子
供
が
少
な

く
淋
し
い
次
第
で
す
。

　

年
末
に
は
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
及

び
第
４
公
園
に
商
店
会
の
方
達
が

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
点
灯
し
て

お
り
心
を
和
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

当
自
治
会
は
梅
田
二
丁
目
と
三

丁
目
が
区
域
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
を

機
に
地
区
の
行
事
も
縮
小
や
中
止

が
続
き
、
住
民
の
交
流
が
希
薄
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
昨

年
か
ら
三
世
代
交
流
事
業
に
工
夫

を
重
ね
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

大
人
中
心
の
夏
祭
り
を
、
子
供

が
主
役
の
祭
り
に
し
、
地
域
の
活

性
化
を
探
り
ま
し
た
。
三
世
代
交

流
を
地
域
の
子
供
達
や
保
護
者
と

高
齢
者
の
交
流
の
場
と
し
て
生
か

そ
う
と
取
り
組
ん
だ
次
第
で
す
。

　

会
場
内
で
歓
声
を
上
げ
な
が
ら

走
り
回
る
子
供
、
か
き
氷
を
手
に

笑
顔
の
子
供
と
輪
投
げ
・
タ
ー
ゲ

ッ
ト
ゲ
ー
ム
な
ど
老
人
会
の
用
意

し
た
遊
び
を
取
り
巻
く
子
供
に
、

鈍
い
動
き
な
が
ら
優
し
く
世
話
を

焼
く
お
年
寄
り
の
姿
が
微
笑
ま
し

か
っ
た
で
す
。
参
加
者
に
は
、
楽

し
い
夏
の
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
三
世
代
交
流
子
供
夏
祭
り

は
、
自
治
会
と
老
人
会
の
企
画
に

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
マ
マ
さ
ん
達
の
絶
大
な

協
力
が
あ
っ
て
実
現
し
ま
し
た
。

会
場
は
自
治
会
の
役
員
が
設
営
し
、

縁
日
は
マ
マ
さ
ん
が
企
画
し
、
ゲ

ー
ム
は
老
人
会
が
担
当
し
ま
し
た
。

提
灯
飾
り
や
子
供
神
輿
も
展
示
さ

れ
、
予
想
を
超
え
る
大
勢
の
参
加

者
に
、
役
員
一
同
感
謝
で
し
た
。

　

当
町
会
は
、
武
里
地
区
の
ほ
ぼ

中
央
で
開
校
１
５
０
周
年
を
迎
え

た
武
里
小
学
校
の
南
側
の
位
置
に

あ
り
ま
す
。
現
在
約
２
４
０
世
帯

が
加
入
し
て
い
ま
す
。

　

町
会
の
年
間
活
動
は
、
４
月
に

総
会
、
５
月
に
ク
リ
ー
ン
デ
ー
、

６
月
に
備
後
須
賀
自
治
会
連
合
の

防
災
訓
練
、
９
月
に
備
後
須
賀
自

治
会
連
合
の
運
動
会
、
10
月
に
武

里
地
区
体
育
祭
、
11
月
に
ふ
れ
あ

い
食
事
会
、
１
月
に
新
年
親
睦
会

な
ど
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
そ

の
他
に
ち
び
っ
子
広
場
の
草
刈
り
、

週
１
回
の
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
、
小

学
生
下
校
時
の
見
守
り
な
ど
を
実

施
町
会
の
防
犯
・
防
災
活
動
を
行

い
町
会
員
の
交
流
を
図
っ
て
い
ま

す
。
特
に
約
５
０
０
名
の
参
加
者

が
参
加
す
る
自
治
会
連
合
の
運
動

我が街の
活動紹介

令和５年度

①

②

③
④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨
幸松地区 

豊春地区 

武里地区 豊野地区 

庄和 
地区 

内牧地区 

粕壁地区

①

町会長
村田　勸

粕壁地区
中
央
１
丁
目
町
会

②

自治会長
田中 良司

内牧地区
梅
田
二
区
自
治
会

③

町会長
久保谷 実

武里地区
備
後
須
賀
第
二
町
会

夏祭りの神輿の様子

番号は自治会の
所在を示します。

ふれあい食事会、包括支援センター講演会

揃いのＴシャツを着たママさん達
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会
で
は
、
パ
ン
食
い
競
争
等
の
自

由
参
加
種
目
や
各
自
治
会
の
対
抗

種
目
で
競
い
合
い
優
秀
選
手
を
選

考
し
て
地
区
体
育
祭
に
臨
む
た
め

毎
年
総
合
優
勝
し
て
い
ま
す
。
最

近
で
は
ふ
れ
あ
い
食
事
会
を
開
催

し
て
、
第
４
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
講
師
に
よ
る
「
介
護
の
は

な
し
」
と
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど
を

行
い
多
数
の
参
加
者
に
喜
ば
れ
た

と
こ
ろ
で
す
。
今
後
は
、
会
員
の

高
齢
化
に
伴
い
運
営
が
困
難
に
な

る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

大
場
新
田
自
治
会
は
、
本
稿
執

筆
時
に
お
い
て
会
員
数
は
４
０
８

軒
、
８
町
会
で
構
成
さ
れ
て
い
て
、

役
員
は
本
部
役
員
合
わ
せ
て
46
名

で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

年
間
の
活
動
と
し
て
は
、
親
睦

活
動
・
防
犯
活
動
・
防
災
活
動
・

環
境
整
備
活
動
・
福
祉
活
動
及
び

広
報
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
特
に

防
犯
活
動
に
お
い
て
は
、
毎
月
火

曜
日
の
隔
週
18
時
（
夏
季
は
17

時
）
よ
り
本
部
役
員
を
中
心
に
元

役
員
Ｏ
Ｂ
の
方
も
参
加
し
て
頂
き
、

犯
罪
な
ど
の
問
題
が
起
き
な
い
よ

う
夜
間
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

空
き
家
や
建
物
の
窓
が
壊
れ
て

い
る
の
を
放
置
す
る
と
「
町
内
の

環
境
が
悪
化
し
、
モ
ラ
ル
が
低
下

し
て
誰
も
が
こ
の
地
域
に
対
し
て

関
心
を
払
っ
て
い
な
い
、
と
い
う

サ
イ
ン
に
な
り
、
更
に
悪
循
環
を

お
こ
す
」
と
い
う
考
え
方
、
つ
ま

り
「
割
れ
窓
（
ブ
ロ
ー
ク
ン
・
ウ

イ
ン
ド
ウ
）」
の
理
論
を
基
に
夜
間

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

又
、
親
睦
活
動
に
お
い
て
は
、

「
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
」
の

大
切
さ
か
ら
、
８
月
に
は
「
ふ
れ

あ
い
夏
ま
つ
り
」、11
月
に
は
「
バ

ス
旅
行
」、
12
月
に
は
例
年
「
ふ

れ
あ
い
餅
つ
き
大
会
」
等
を
実

施
し
て
大
災
害
な
ど
、「
も
し
も
」

の
時
の
助
け
合
い
の
土
壌
を
培
っ

て
い
ま
す
。

　

昨
今
、
高
齢
化
や
自
治
会
加
入

率
の
低
下
、
さ
ら
に
役
員
の
な
り

手
不
足
で
自
治
会
活
動
が
曲
が
り

角
を
迎
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
が

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

今
後
は
、
学
生
の
皆
さ
ん
の
自
治

会
活
動
へ
の
積
極
的
な
参
加
や
共

助
の
仕
組
み
な
ど
再
構
築
が
必
要

に
な
っ
て
く
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

当
町
会
の
主
な
施
設
は
春
日
部

住
宅
展
示
場
と
医
療
生
協
か
す
か

べ
診
療
所
で
す
。
町
内
に
は
児
童

公
園
が
な
く
、
上
谷
原
地
区
区
画

整
理
記
念
館
が
町
会
活
動
に
利
用

で
き
る
唯
一
の
施
設
。

　

会
員
は
２
１
４
世
帯
。
９
組
に

分
け
て
、
役
員
５
名
、
組
長
９
名

で
運
営
。
以
前
は
「
い
き
い
き
サ

ロ
ン
会
」
を
毎
月
行
っ
て
い
ま
し

た
が
会
員
の
高
齢
化
と
コ
ロ
ナ
禍

で
解
散
、
現
在
は
子
育
て
世
帯
を

中
心
に
「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
会
」

を
結
成
し
、
若
い
マ
マ
さ
ん
達

４
人
が
運
営
委
員
と
し
て
協
力
し
、

１
月
は
「
い
ち
ご
狩
り
」、
10
月

は
「
見
守
り
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
」
を
実

施
し
ま
し
た
。
来
期
は
、
シ
ニ
ア

チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
て
毎
月
の
活

動
を
復
活
さ
せ
、
年
に
数
回
は
子

育
て
チ
ー
ム
と
交
流
で
き
る
行
事

を
計
画
し
て
い
ま
す
。
毎
月
第
一

土
曜
日
が
「
役
員
会
・
組
長
会
」。

最
終
土
曜
日
の
午
後
８
時
か
ら

「
町
内
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
」、
５
月

の
「
一
斉
ク
リ
ー
ン
デ
イ
」、
10

月
は
「
豊
春
地
区
体
育
祭
」
に
黄

チ
ー
ム
で
参
加
。
秋
は
６
自
治
会

に
よ
る
八
木
崎
小
学
校
で
の
「
合

同
自
主
防
災
訓
練
」。
今
後
も
、「
ふ

れ
あ
い
サ
ロ
ン
会
」
活
動
の
活
性

化
に
向
け
、
若
い
子
育
て
世
帯
中

心
の
町
会
運
営
を
目
指
し
ま
す
。

　

当
地
区
は
北
側
に
県
道
春
日
部

金
野
井
線
、
東
は
新
川
地
区
、
樋

籠
地
区
、
西
は
樋
堀
地
区
に
隣
接

し
て
い
ま
す
。
地
区
内
に
は
倉
松

川
が
流
れ
、
牛
島
球
場
、
牛
島
公

園
、
幸
松
地
区
公
民
館
が
あ
り
ま

す
。
世
帯
数
は
２
３
０
軒
で
３
組

24
ブ
ロ
ッ
ク
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
自
治
会
の
役
員
は
会
長
、
副

会
長
２
名
、
会
計
、
監
査
で
構
成

さ
れ
、
ブ
ロ
ッ
ク
長
、
民
生
委
員
、

防
犯
推
進
委
員
、
見
守
り
隊
、
そ

の
他
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
に

協
力
を
頂
い
て
活
動
し
て
お
り
ま

す
。
年
間
行
事
は
４
月
の
総
会
を

皮
切
り
に
、
年
間
を
通
し
て
の
学

童
の
下
校
時
の
見
守
り
、
５
月
、

⑤

町会長
今野 吉郎

豊春地区
谷
原
二
丁
目
町
会

④

自治会長
田中　実

武里地区
大
場
新
田
自
治
会

「見守りハロウィン」に行こう、全員集合

我 が 街 の 活 動 紹 介

防犯と青少年非行防止パトロール巡回参加者

⑥

自治会長
村山 保雄

幸松地区
牛
島
三
番
自
治
会

クリーンデーに集まった会員の皆さん
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11
月
の
春
、
秋
の
ク
リ
ー
ン
デ
ー
、

10
月
の
体
育
祭
、
12
月
に
は
防
災

訓
練
、
そ
の
他
郵
便
局
Ａ
Ｔ
Ｍ
パ

ト
ロ
ー
ル
、
青
パ
ト
に
よ
る
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
、
歳
末
防
犯
パ
ト
ロ

ー
ル
等
の
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
毎
月
第
４
木
曜
日
に

は
65
歳
以
上
の
方
々
を
対
象
に
軽

体
操
、
ゲ
ー
ム
、
ビ
ン
ゴ
等
で
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
は
様
々
な
行
事
が
中

止
に
な
り
、
自
治
会
活
動
も
低
迷

し
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
前
に
戻
り
、

会
員
の
皆
様
と
協
力
し
な
が
ら
自

治
会
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

当
自
治
会
は
、
東
武
野
田
線

「
藤
の
牛
島
駅
」
の
南
側
に
位
置

し
て
お
り
ま
す
。

　

見
渡
す
限
り
の
田
畑
の
土
地
に

昭
和
47
年
に
戸
建
住
宅
が
開
発
さ

れ
、
現
在
の
会
員
数
は
約
４
６
０

世
帯
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
隣
接
す
る
（
三
本
木
自

治
会
・
新
川
島
自
治
会
・
荻
原
自

治
会
・
野
口
自
治
会
）
が
北
５
地

区
と
し
て
協
力
し
合
い
な
が
ら
活

動
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

当
自
治
会
の
主
だ
っ
た
行
事
と

し
て
は
、
毎
週
土
曜
日
に
自
治
会

内
を
約
１
時
間
か
け
た
夜
間
パ
ト

ロ
ー
ル
を
行
っ
て
お
り
、
８
月
に

は
子
供
達
と
一
緒
に
パ
ト
ロ
ー
ル

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

事
業
と
し
て
「
す
い
か
割
大

会
」
「
餅
つ
き
大
会
」
も
行
っ
て

お
り
、
大
勢
の
方
々
で
大
盛
況
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
残
念
で
は
ご

ざ
い
ま
す
が
、
「
敬
老
の
集
い
」

に
関
し
て
は
対
象
者
の
増
加
に
伴

い
今
年
度
か
ら
記
念
品
と
し
て
洋

菓
子
を
配
布
い
た
し
ま
し
た
。

　

自
治
会
と
し
て
は
、
高
齢
化
が

進
ん
で
い
く
中
で
、
ど
う
し
た
ら

若
い
世
帯
に
引
き
継
げ
る
か
を
検

討
し
つ
つ
楽
し
い
地
域
づ
く
り
を

願
っ
て
お
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

西
金
野
井
北
区
、
東
に
は
江
戸

川
・
南
側
は
国
道
16
号
線
に
位
置

し
て
い
ま
す
。
当
自
治
会
は
２
０

０
４
年
２
自
治
会
を
統
合
後
に
３

区
に
分
割
し
て
誕
生
し
た
自
治
会

の
一
つ
で
す
。
世
帯
数
は
７
０
０

弱
で
年
々
新
世
帯
流
入
が
有
り
三

世
代
が
バ
ラ
ン
ス
良
く
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
が
課
題
も
有
り
ま
す
。

新
し
い
世
帯
の
自
治
会
未
加
入
、

併
せ
て
高
齢
者
世
帯
を
含
め
た
脱

会
世
帯
増
加
問
題
で
す
。
地
域
内

の
世
帯
数
は
増
え
て
も
自
治
会
加

入
率
は
上
が
ら
な
い
中
、
何
と
か

自
治
会
に
関
心
を
持
っ
て
頂
け
れ

ば
と
新
し
い
行
事
を
取
り
入
れ
た

り
し
て
い
ま
す
。
春
に
歩
け
歩
け

大
会
と
称
し
て
約
10
㎞ 
の
散
策
散

歩
、
夏
に
は
当
区
一
大
イ
ベ
ン
ト

の
夏
祭
り
を
小
学
校
通
学
班
の
父

母
の
方
々
に
お
手
伝
い
を
頂
き
な

が
ら
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
は
抽
選
会
を
実
施
１

０
０
の
当
た
り
券
を
用
意
し
区
長

賞
も
付
け
加
え
ま
し
た
。
お
陰
様

で
毎
年
３
０
０
名
強
の
参
加
を
頂

い
て
い
ま
す
。
秋
に
は
庄
和
地
区

の
運
動
会
へ
の
参
加
、
そ
し
て
防

災
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今

後
も
区
民
同
士
の
つ
な
が
り
を
絶

や
さ
せ
ぬ
よ
う
区
と
し
て
何
が
出

来
る
か
を
模
索
し
な
が
ら
〝
区
民

の
為
に
〞
を
モ
ッ
ト
ー
に
活
動
を

展
開
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

当
地
区
は
春
日
部
市
の
東
部
で

江
戸
川
に
隣
接
し
田
ん
ぼ
が
多
く

緑
豊
か
な
29
世
帯
の
小
さ
な
自
治

会
で
す
。
自
然
の
中
タ
ヌ
キ
・
ハ

ク
ビ
シ
ン
・
ア
ラ
イ
グ
マ
等
が
生

息
し
て
い
ま
す
。
近
く
の
川
で
は

ま
れ
に
カ
ワ
セ
ミ
の
姿
を
見
る
事

も
あ
り
ま
す
。

　

主
な
行
事
と
し
て
は
、
３
月
地

区
総
会
・
５
月
春
の
ク
リ
ー
ン
デ

ー
・
６
、
８
月
東
排
水
路
雑
草
刈

り
・
７
月
夏
祭
り
・
11
月
秋
祭

り
・
１
月
新
年
会
・
６
地
区
合
同

防
災
訓
練
で
す
。
小
さ
な
地
区
で

す
が
御
神
輿
が
あ
り
普
段
は
富
多

神
社
に
納
め
ら
れ
、
夏
祭
り
に
は

集
会
所
に
飾
り
に
ぎ
や
か
に
行
っ

て
い
ま
し
た
が
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
数

年
秋
祭
り
・
新
年
会
も
同
様
自
粛

し
て
い
る
状
況
で
す
。
11
月
の
６

地
区
合
同
防
災
訓
練
で
は
初
め
て

の
避
難
所
開
設
訓
練
を
行
い
ま
し

た
。
戸
数
が
少
な
い
が
ゆ
え
に
役

員
選
出
等
は
大
変
な
事
も
あ
り
ま

す
が
、
地
区
活
動
に
は
皆
様
が
協

力
し
て
頂
け
る
事
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。

⑦

自治会長
田邊 晴彦

豊野地区
藤
ヶ
丘
自
治
会

⑧

区長
渡辺 正雄

庄和地区
西
金
野
井
北
区

⑨

区長
菱沼 恒夫

庄和地区
下

吉

妻

区

我 が 街 の 活 動 紹 介

６地区合同防災訓練（避難所開設訓練）

アタイも参加してます防災訓練

すいか割大会の様子です
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役員研修会

研　修　会

地域貢献賞表彰
　この賞は、身近な地域で地道にも立派な活動
をされている方々の功績をたたえるもので、今
年度は公共生活、生活安全、環境美化、社会福祉、
青少年指導、自然･文化財保護などの分野で19人
と１団体が表彰されました。
　長年の地域貢献に感謝いたします。
　受賞おめでとうございます。

【 推薦自治会名 " 個人・団体（分野）】
　　　　川久保"宮永　芳雄（公･生･環･青･

川久保だより編集責任者）
　　　　　大池"奥田　裕（生･環･社）
　　　　　元町"野澤　幸子（環）
　　　内牧二区"小林　二三江（社）
グリーンパーク春日部"大野　悦子（社）　
　　　梅田二区"大野　敏江（社）　
　備後須賀第５"畠中　昌子（公･生･社）
　　　　下大増"阿部　光雄（公）
　　　　　宮川"山口　光紀（社･会員相互の親睦）
サニータウン春日部"山根　和代（社）  　
　　　小渕追分"小松　登子（生･環）
　　小渕観音前"石塚　せつ子（生･環･社）
　　　樋籠柳原"川津　勝與（生）
　　　　本田上"森田　雅夫（公･青）
　　　　本田中"今間　吐志子（環）
　　　　新川島"田中　実（公･青）
　　　米島駅南"寺﨑　宣行（公･社）
　　　新宿新田"庄和地区健康麻雀クラブ（環･社）
　　　　　下柳"石川　勇（公･生）
　　　西宝珠花"釜口　修（公･生）

（自治会名称中の町会･地区･自治会等は略）

令和５年11月16日
　今年度は４年振りに視察研修を行いました。
　東京都の府中市自治会連合会に協力いただき、
自治会会員の増加に向けた取組などについて意見
交換を行いました。府中市自治会連合会では、デ
ジタル化対策部、福祉対策部等の担当制を採用し、
各担当の責任の下、事業を企画・実行しています。　　
　デジタル化については仕事をしている現役世代
の女性が講師となりタブレット講座を開くなど、
自治会の活動に関心を持ってもらうために工夫を

されていました。
　久しぶりに対面で意見
交換ができ、有意義な研
修会となりました。

令和６年２月８日
　自治会への加入率の減少が続いている中、地域
においては、様々な課題を認識・共有し、それを
自主的・主体的に解決する力“地域共生力”の醸
成・向上を図り地域コミュニティを活性化する必
要があります。今回の研修では、人口が減少して
いく中における地域コミュニティの活性化につい
て学ぶことを目的
に、放送大学 玉野 
和志 教授に「これ
からの自治会のあ
り方について」を
テーマにご講演い
ただきました。

　今回で４回目を迎えました。15自治会から51作品の応募がありました。１月17日に開催しました理事会に
おいて審査をした結果、最優秀賞には西金野井西区（表紙写真）、優秀賞３点には、下に紹介する３自治会が
選ばれました。
自治連ＨＰでは、全点を掲載しています。

15自治会から51点応募

■優秀賞■立沼町会
「祭りだワッショイ！2023」

■
優
秀
賞
■
赤
崎
区「炊

出
し
訓
練
」

■
優
秀
賞
■
谷
原
二
丁
目
町
会

「
訪
ね
て
来
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
、

お
や
つ
食
べ
て
」

自治会活動写真コンテスト自治会活動写真コンテスト
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（敬称略）

発行者 ● 春日部市自治会連合会
事務局 ● 春日部市役所市民参加推進課内 ☎048-736-1111

■会長
　時田　美野吉（本田上自治会）
■副会長
　並木　素生（立沼町会）
　野村　三男（内牧四区地区）
　伊澤　秀雄（大枝地区自治会）
　園田　俊博（谷原三丁目町会）
　鈴木　敏仁

（牛島4番地区自治会）
　細谷　悟（西金野井西区）
■理事
　中村　正博（大砂町内会）
　白石　昌三（中央二丁目町会）
　飯山　雅一（元町町会）
　松永　彰（春日町町内会）
　田中　良司（梅田二区自治会）
　金重　一夫
　（一ノ割新田・大沼自治会）

　野村　幸男
　（備後須賀第四自治会）

　山崎　勇喜
　（武里中野地区自治会）

　渡辺　進（大畑自治会）

　高橋　泰稔（正善第一自治会）
　岡本　文雄（ルネ春日部自治会）
　齋藤　安行（道口蛭田地区自治会）
　高倉　康有（豊町東地区自治会）
　佐々木　嘉昭（谷原一丁目町会）
　菱沼　和保（小渕島自治会）
　髙﨑　光英（西不動院野地区）
　高橋　栄二（三本木自治会）
　小川　保（藤ヶ丘文化村自治会）
　尼子　公俊（米島第三区）
　渡辺　正雄（西金野井北区）
　新井　勝（塚崎区）
■事務局長
　伊藤　幸弘（芦橋区）
■会計
　小川　喜美雄（本田下自治会）
■監事
　津山　宏一（富士見町会）
　須田　秀雄（梅田本町地区）
　田中　実（大場新田自治会）
■会報編集委員
　会長･副会長の兼任

　私達の住む内牧地区は当市の西部に位置し産
直の里内牧として知られる果樹農家が点在する
自然豊かな内牧地域と、かつて明治時代に宮内
庁に献上されたとする梅田ごぼうの産地である
梅田地域、そして両地域に近年の区画整理等に
よって住宅地化された閑静な住宅地である栄町
地域から成る特徴のある地域です。
　当地区の大半は内牧台地として古く縄文時代
から人が住み生活していたとされる古墳群があ
り、また、春になると咲き誇る桜の花や自然を
求めて市内外から多くの人が訪れる内牧公園が
あります。さらには当市によって誘致された南
栄町工業団地があり、現在においては内牧地区
の表玄関とも言える北春日部駅周辺地区まちづ
くりが進められており多くの方が変貌する10
年後の内牧地区の光景に大きな期待を寄せてお
ります。
　内牧地区自治会連合会は、11の自治会で構
成され、連合会で主催する主な地区行事として
地区体育祭・夏祭り・新年会等を異なる地域間
の交流を図るべく「地域の和」をモットーに開
催しております。このほか単位地区では納涼祭・
ふれあいフェスタ・餅つき大会等が開催され、
各々自治会内の連帯と地域コミュニティの充実
に努めています。
　また、関係団体として内牧地区体育振興会、
社会福祉協議会内牧支部、民生・児童委員協議
会、防犯推進委員連絡会、自主防災会、地区公
民館等々が行う事業を連携と相互協力のもと積
極的に支援しています。
　当地区においても少子高齢化の煽りを受け会
員数の伸び悩み、役員のなり手不足等の課題や
地域の特性から交通不便区域があり福祉の面で
様々な問題が表面化しています。
　今後とも、関係団体と連携し住民の誰もが内
牧地区に「住んで良かった」と言える地域づく
りを目指し連合会活動に邁進して参りますの
で、ご指導のほどよろしくお願い致します。

内牧地区自治会連合会　会長　野村　三男

内牧地区自治会連合会  [11自治会]
内牧一区自治会／永瀬　三郎
内牧二区自治会連合会／齋藤　栄
内牧三区／箕輪　聰
内牧四区地区／野村　三男
グリーンパーク春日部自治会／草刈　祐一
梅田一区地区／岩松　捷次
梅田二区自治会／田中　良司
梅田本町地区／須田　秀雄
栄町一丁目町会／飯塚　悦子
栄町二丁目町会／相澤　勝美
栄町三丁目町会／森　義久

（令和６年３月現在／名簿順）

■■我が街の活動紹介我が街の活動紹介（4ページ）（4ページ）
■■地域貢献賞の受賞者／地域貢献賞の受賞者／■■役員研修会役員研修会
■■研修会／研修会／■■自治会活動写真コンテスト自治会活動写真コンテスト（7ページ）（7ページ）
■■自治会加入促進事業／自治会加入促進事業／■■内牧地区の紹介／内牧地区の紹介／■■連合会役員一覧連合会役員一覧（8ページ）（8ページ）

連合会役員一覧

自治会加入促進事業
　令和５年度に実施した各地区自治会連合会の加入促
進キャンペーン等について紹介します。

１．スローガン掲出
　令和５年11月１日から11月30日まで、市役所本庁
舎３階の窓越しに“自治会に加入して助け合える街
に”との大文字表示を掲げました。

２．各地区での加入促進キャンペーン
庄和地区●10月８日㈰
内容：地区体育祭において、啓発品を配布
粕壁地区●11月７日㈫
会場：ララガーデン広場　参加自治会長：６名
豊春地区●11月９日㈭
会場：コモディイイダ豊春店　参加自治会長：６名
内牧地区●11月12日㈰
会場：内牧公民館　参加自治会長：５名
豊野地区●11月21日㈫
会場：朝日屋 駐車場　参加自治会長：20名
幸松地区●11月25日㈯
会場：生鮮市場トップ春日部店　参加自治会長：７名
武里地区●11月27日㈪
会場：一ノ割駅、武里駅　参加自治会長：36名

内 牧　　地区の紹介

　※ 詳細は、春日部市自治会連合会ホーム
ページをご覧ください。


